
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【令和３年度太宰府中学校がめざす生徒像と重点的な取組】 

（１） 「何を学んだのか」「どのように学んだのか」を評価し自己の伸長を実感できる生徒 【学力：てんじん様ロード】 
①「主体的・対話的で深い学び」の授業づく

りのポイントを整理し、実践します。 

〇 学習内容「何を学んだのか」が明確な授業を行います。 

〇 学習内容を獲得する上で大切な考え方や表現の仕方等「どのように学んだのか」が明確な授業を行います。 

〇 授業の終わり３分間で、自己の伸長が実感できる振り返り活動を行います。 

<継続> 

<改善･発展> 

<改善･発展> 

②低学力層及び苦手意識が強い生徒へ

の授業における手だての充実を行いま

す。 

〇 導入段階に、課題の提示の工夫や既習事項の学び直しを設定し、学習の見通しを持たせます。 

〇 終末段階に振り返り活動を設定し、チェックテストを通して「何を学んだのか」の定着を図ったり、ノートのコメント記入

を通して「どのように学んだのか」の重要なポイントを明らかにさせたりしていきます。 

<改善･発展> 

<新規> 

③自ら目標を設定し、計画を立て、粘り強く

取り組む学習を計画的に位置付けます。 

〇 「主体的・対話的で深い学び」にじっくり取り組ませる授業（時間）を、各教科のカリキュラム上に位置付けて、授業実

践します。 

<新規> 

④授業診断を実施し、各先生の授業づく

りの良さを共有し、実践します。 

〇 各学期に１回、校長・教頭・主幹教諭・研究主任等による授業診断を全教員に対して実施します。授業診断後に結

果を伝える協議会を設定します。また、若年教員に対しては日常的に授業診断を行います。 

〇 授業診断を通した各先生の授業の良さを「Teamだざいふ」通信として、全教職員に発信し、共有してもらいます。 

<改善･発展> 

 

<改善･発展> 

（２） 常に相手意識をもち、自他が快く取り組める「太中プライド」を高める生徒 【心力：思いやりロード】 
①常に目標（ゴール）を意識させ、目標

達成への見通しをもたせたり、計画を

たてさせたりする場面を設定します。 

〇 行事的活動において、生徒に目標（ゴール）を設定させ、その達成に向けた計画・実践・評価に主体的に取り組ま

せることで、生徒の達成感や成就感を高めていきます。 

〇 全ての教育活動において相手意識の良さや必要性に気付かせるよう評価活動を取り入れます。また、必要に応じ

て目標達成のための「競争意識」を持たせる場面を設定し、「太中プライド」を育てます。 

<新規> 

 

<新規> 

②日常の教育活動への評価を通して、

生徒の相手意識を高めます。 

〇 道徳の授業を通して、生徒の他者の想いや感謝の念についての価値を深めさせていきます。 

〇 「鍛えて、ほめる」から「鍛えて、ほめて、認める」評価を行い、多様な見方や考え方に気付かせ、相手意識を高め、

「太中プライド」を育てます。 

<改善･発展> 

<新規> 

（３） 協働的な取組を通して、「太宰府人」としての自己の存在を実感する生徒 【市民力：チャレンジロード】 
①教育活動の中に、地域の人材活用を

進めます。 

〇「ふるさと学習」「街づくり学習」の取り組みの中に、ＧＴやアドバイザー、評価者として、地域の人材活用を取り入れま

す。 

<改善･発展> 

 

②「ドリカム講座」の内容、方法を見直し

ます。 

〇 １回目の講座に、地域の方を講師招聘し「太宰府中生に期待すること」について講演を取り入れます。 

〇 ２回目以降の講座は、地域の方を生徒の取組の評価者として活躍してもらいます。 

<新規> 

<新規> 

③「地域お助け隊」を新設します。 〇 学校や地域の「お助け隊」としてのボランティア組織を新設します。隊員は、活動の目的・内容・方法によりその都度

募集していきます。 

<新規> 

（４） 信頼される学校づくり 
①コロナ禍、ポスト･コロナの教育を見据

え、ＩＣＴを活用した教育活動を進めま

す。 

〇 ポスト･コロナの教育活動に向けて、通常授業におけるＩＣＴ活用を推進します。その際、２年間の中期的取組につい

てロードマップを作成し、全教員で取り組んでいきます。 

〇 コロナ禍の継続を踏まえ、生徒が自宅待機になった場合のオンライン授業やオフラインでの家庭学習の在り方につ

いて研究推進部にＩＣＴ活用チームを設置し、万一の場合に備えます。 

<新規> 

 

<新規> 

②不登校生徒の減少を進めます。 〇 ＳＣやＳＳＷに加え、「不登校生徒の親の会」等との連携を取り入れ、学校・保護者・地域が協力した支援体制を整

備し、不登校生徒の減少に取り組んでいきます。 

<改善･発展> 

 

③個別の配慮を要する生徒への支援を

学校全体で進めます。 

〇 特別支援教育コーディネーターを中心に「ケース会議」を開催し、通常学級に在籍する個別の配慮を要する生徒

への支援を担任まかせでなく組織的に検討していきます。 

〇 「ケース会議」は、必要に応じて早急に開催し、特別支援教育コーディネーターは検討内容に照らしてＳＣやＳＳＷ

の参加を要請することができるようにします。 

<改善･発展> 

 

<改善･発展> 

④小学校の状況を直接参観し、その結

果を共有し、ＢＣＳを推進します。 

〇 毎学期に１回、各小学校に校長・教頭・主幹教諭・生徒指導主事・研究主任等の中から３・４名程度で各小学校を

訪問参観し、その状況を教職員全体で共有します。 ＊小学校からの訪問参観も同様に実施します。 

<改善･発展> 

 

【国や県の動向】 

〇 新学習指導要領の全面実施 

〇 カリキュラム･マネジメント、ＩＣＴ活用 

〇 教職員の「働き方改革」 

〇 コミュニティ・スクール（ＣＳ）の充実 

〇 「鍛ほめ福岡メソッド」等の実践 

【太宰府市の動向】 

〇 小中連携を活かしたＣＳの推進 

〇 授業改善を通した学力向上 

〇 ＩＣＴを活用した教育活動の推進 

〇 いじめ・不登校防止に向けた体制整備 

〇 特別支援教育の充実 

【太宰府市がめざす子どもの姿】 

郷土を愛し地域とともに生き、 
自ら生きる力を培うことができる児童生徒の育成 

【太宰府中学校の教育目標】 

豊かな人生を『創造』する人づくり 
【中期目標（令和元年～令和３年度）】 

学習が輝く､心が輝く､自分が輝く生徒の育成 

 

【めざす家庭の姿】 

〇家庭学習の習慣を身に付けさせ、

夢の大切さを伝える家庭 

〇体験を重視し、思いやりの心や生

命の大切さを教える家庭 

〇「早寝、早起き、朝ご飯」実践し、

健康的な環境を創る家庭 

【めざす地域の姿】 

〇学校と協働し、地域の子どもの共育

の在り方を考える地域 

〇地域の子どもの伸長を見取り、それ

を伝え、子どもの自己有用感を高

める地域 

〇学校や家庭と連携し、健康的で活

気と笑顔があふれる地域 

【めざす学校の姿】 

〇全教職員が学校の教育目標や重点目標を理解し、その実現に向けて家庭や地

域と協働しながら取り組む学校 

〇個々の生徒の特性を把握し、小中連携教育の強みを生かして学習指導や生徒

指導、学校経営等の充実を図る学校 

〇家庭・地域と一体となり、生徒に夢や希望をもつことの大切さに気付かせ、それ

を実現することを支えていく学校 

【令和３年度の重点目標】 

自ら目標と計画を立て粘り強く取り組み､自己有用感を高める生徒の育成 
〇「何を学んだのか」「どのように学んだのか」を評価し自己の伸長を実感できる生徒 

〇常に相手意識を持ち、自他が快く取り組める「太中プライド」を高める生徒 

〇協働的な取組を通して、「太宰府人」としての自己の存在を実感する生徒 

 👉 自信と心地よさを与える「太中プライド」を「チーム太宰府」全員で育成する 

【教育課題】 

〇自己有用感の更なる向上 

〇新学習指導要領の全面実施 

〇学力の二極化の解消 

〇家庭学習を含む学習習慣の定着 

〇相手意識を持った言動とコミュニ

ケーション力の向上 

〇「太宰府人」地域の一員としての

自覚と行動の向上 

【経営課題】 

〇低学力層や苦手意識が強い生

徒への手だて 

〇新しい評価を含む自己有用感を

高める評価活動 

〇一貫性のある生徒指導の在り方 

〇不登校生徒減少に向けた取組の

充実 

〇ＣＳ充実に向けた環境づくり 

■太中プライド■ 

相手の考えや想い、期待等を受け止めたり推し量ったりすることで、ベストな方法や考えを選択し、自他ともに心地よさや有用感を味わえる資質･能力。 【心力】 

■太宰府人■ 

太宰府の街や地域の現状・課題や今後に関心をもち、中学生としてできることを考えたり、実践しようと考えたりして、太宰府市の一員としての意識を高めようとする資質･能力。【市民力】 


